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『旅行年報2017』（発行：2017年10月）
　日本人や外国人の旅行市場や観光産業、観光地、観光政策などについて、各種統計資料や、当財
団が実施した独自の調査結果をもとに、一年の動向を解説しています。
　また、本号より、第Ⅳ編 観光地に「Ⅳ-9自然」「Ⅳ-10歴史・文化」「Ⅳ-11温泉」を、第Ⅴ編 観光政策
に「Ⅴ-3市町村による観光政策」を新たに追加しました。
A4判224ページ/本体価格2,000円+税。なお、2014年版から全ページをホームページで公開してい
ます。

『観光地づくりオーラルヒストリー』（発行：2017年8月）
　本冊子は、当財団の自主研究『これからの観光地づくりと観光計画に関する研究』の一部を「観光
地づくりオーラルヒストリー」として取りまとめ、発刊したものです。これまで我が国において先導的に観
光計画の策定や観光地づくりに取り組んできたフィジカルプランナー10名に対してインタビューを行い、
暗黙知をできる限り形式知とするオーラルヒストリーの手法によって進めました。そして、これからの観
光地づくりや観光計画のあり方への視座が得られるものとなるようにしました。
A4判174ページ/本体価格1,500円+税。

『温泉まちづくり　2016年度　温泉まちづくり研究会　総括レポート』（発行：2017年3月）
　2016年度に開催した3回の研究会の内容を取りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、由布院、道
後の各温泉の、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、研究会で今後考えていくべきテー
マについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のＧ7伊勢志摩サミット開催地となった鳥羽温泉郷
を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際しての知見として、サミット開催地に求められた対応、
課題とその対応策、開催効果、開催後の展開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、

「温泉地の観光推進組織（ＤＭO）を考える」と題して、ＤＭＯの基本的な役割や海外の現況、会員温
泉地での取り組み状況、今後の取り組み推進に向けた課題や対応策などについて討議しました。
Ａ4判９４ページ/本体価格1,500円+税。2011年度版から全ページをホームページで公開しています。

　「観光文化」は1976年12月創刊。その時代の観光に関するトピックを特集テーマに据えてきました。
215号（2012年10月）から大幅改訂を行い、当財団研究員の調査研究活動や観光動向から特集テー
マを設定し、外部研究者や地域の実践者などにご協力いただきながら財団の論考・提言として発信し
ております。
　現在、4月、7月、10月、1月の年４回発行しております。PDFファイルにて全文公開しておりますが、「毎
号続けて冊子で読みたい」というご要望をいただくことも多いため、定期購読のお申し込みも承ります。
　定期購読にお申し込みいただきますと、１冊当たりの代金が定価の３割引（700円+税／冊）となり、
送料は無料になります。

お届け期間　１年間（4月、7月、10月、1月）
※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りいたします。
※途中キャンセルはできません。
料金　3,024円（税込）（756円／冊［定価の3割引］×４回分、送料無料）
お申し込み方法　観光文化情報センター書籍担当（jtbfbook@jtb.or.jp）宛に
１．氏名、２．ご所属、３．送付先ご住所、４．ご連絡先、５．請求書宛名の５点を明記の上、メールでご連絡ください。
※お申し込みの確認が取れ次第、請求書をお送りいたします。
※ご入金は銀行振込となります。
お問い合わせ　観光文化情報センター
TEL：03‒5770‒8360　FAX：03‒5770‒8359　E‒mail：jtbfbook@jtb.or.jp
※単号のご注文は、アマゾン（amazon.co.jp）にて、プリント・オンデマンド版で承っております。

『平成２９年度観光地経営講座 講義録』（発行：2017年10月）
　平成29年度の本講座では、行政・広域での連携（長野県飯山市）、漁業×観光、官民での連携（三
重県鳥羽市）、コミュニティの住民を交えた連携（徳島県にし阿波）、金融を交えた連携（長野県山ノ内町）
の4つの事例を取り上げ、観光地経営を担う個 の々主体が自立して自らの役割を担いつつ相互に連携
する関係を「パートナーシップ」と表現して、その重要性について解説しました。連携構築や組織づくり・
体制づくりに奔走する、主に行政の観光担当者や観光協会の事務局の皆様に対して、地域の誰と、ど
のようなパートナーシップを築いていくべきかについてのヒントを提供します。
A4判79ページ/本体価格1,000円+税。なお平成２５年度版から全ページをホームページで公開。

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内
・�ホームページで全ページを公開していますが、アマゾン（amazon.co.jp）で、プリント・オンデマンド版
も販売しています。
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　近
代
以
降
、
交
通
環
境
を
は
じ
め
社
会
条
件
が
著
し

く
変
化
し
た
結
果
、
旅
の
姿
は
大
幅
に
変
容
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
容
に
経
済
的
繁
栄
と
裏
腹
に
な

っ
た
旅
の
「
近
代
的
退
化
」
を
見
る
向
き
も
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
リ
ー
ド
（『
旅
の
思
想
史
』
伊
藤
訳

1
9
9
3
年
）
は
、
昔
の
旅
が
「
受
苦
・
苦
行
」
で
あ

っ
た
の
に
対
し
現
代
は
「
快
楽
及
び
快
楽
の
手
段
」
に

成
り
果
て
た
と
し
、
さ
ら
に
ブ
ー
ア
ス
テ
ィ
ン（『
幻
影

の
時
代
』
後
藤
・
星
野
訳
1
9
6
4
年
）
は
、
安
逸
化

し
た
現
代
の
旅
を
「
予
め
作
り
上
げ
ら
れ
た
文
化
的
蜃

気
楼
」
と
ま
で
言
い
切
る
。

　こ
の
よ
う
に
旅
の
形
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違

い
の
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
一
方
で
旅
人
の
様
態
は
と
い

う
と
、
レ
シ
ュ
ブ
ル
ク
（『
旅
行
の
進
化
論
』
林
訳

1
9
9
9
年
）
が
紹
介
し
て
い
る
18
・
19
世
紀
の
裕
福

な
英
国
人
の
海
外
旅
行
の
様
子
（
物
見
高
さ
、
慌
し
さ
、

無
神
経
さ
）
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
現
代
で
も
大
き
な

違
い
は
な
い
。
ま
た
、
人
が
旅
を
求
め
る
動
因
も
基
本

的
に
は
や
は
り
依
然
と
し
て
「
必
然
性
や
目
的
か
ら
の

解
放
」
や
「
自
由
の
表
現
」
で
あ
り
、「
好
奇
」
と

「
挑
戦
」
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

旅
と
い
う
活
動
が
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
人
間
の
精

神
の
根
源
的
な
欲
求
に
根
ざ
し
て
生
み
出
さ
れ
、
同
時

に
人
間
の
精
神
に
少
な
か
ら
ぬ
果
実
を
与
え
て
き
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
よ
う
だ
。

　し
か
し
、
現
在
も
急
速
に
進
行
中
の
I
C
T
革
命
は
、

旅
と
い
う
も
の
に
対
し
て
「
近
代
化
」
が
生
み
出
し
た

よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
つ

リアリティの逆襲
～『旅』世界の再構築に向けて～

政策研究大学院大学教授
東京大学名誉教授

家田 仁

巻 頭 言

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
情
報
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
簡
単
に
収
集
・
発
信
さ
れ
、
人
と

人
は
S
N
S
に
よ
っ
て
容
易
に
繋
が
り
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
擬
似
体
感
で
き
る
。「
リ
モ

ー
ト
」
と
「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
」
に
押
し
ま
く
ら
れ
た
旅

は
、
も
は
や
「
解
放
」「
自
由
」「
快
楽
」「
好
奇
」「
挑

戦
」
な
ど
、
い
ず
れ
を
追
及
す
る
に
し
て
も
特
段
に
傑

出
し
た
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　だ
が
筆
者
は
、
こ
こ
に
こ
そ
旅
が
上
述
の
「
近
代
的

退
化
」
を
超
克
す
る
、
極
め
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
I
C
T
革
命
の
進
行
を
前

提
に
し
た
上
で
、
旅
が
本
気
で
『
幻
影
の
時
代
』
か
ら

『
リ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
回
帰
』
を
指
向
す
る
こ
と
で
あ
る
。

人
々
は
、
I
C
T
的
利
便
性
を
フ
ル
に
活
用
す
る
一
方

で
、
そ
こ
で
看
過
さ
れ
が
ち
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
異

質
性
と
未
知
要
素
の
発
見
の
喜
び
、
不
確
定
性
が
も
つ

魅
力
と
不
安
、
五
感
的
な
感
応
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
総

体
と
し
て
も
た
ら
す
肉
体
的
・
精
神
的
充
実
と
歓
び
、

と
い
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
世
界
な
ら
で
は
の
果
実
を
求
め

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
外
国
人
観
光
客
数
や
そ
の
消
費

金
額
な
ど
も
大
事
だ
が
、
観
光
分
野
に
と
っ
て
よ
り
本

質
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
時
代
認
識
と
将
来

構
想
に
立
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
旅
の
世
界
を
ど
の
よ
う

に
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
刻
も
早
く
打
ち
出
す
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
観
光
関
係
者
（
と
り
わ
け

研
究
者
）
の
真
の
創
造
性
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　山
あ
り
谷
あ
り
、
楽
し
い
こ
と
苦
し
い
こ
と
、
幸
せ
な
こ
と
不
幸
な
こ
と
、

そ
ん
な
人
生
そ
の
も
の
が
旅
に
例
え
ら
れ
る
。
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
、

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
人
の
成
長
と
旅
は
密
接
な
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る
。
人

は
成
長
す
る
た
め
に
旅
に
出
る
の
か
、
旅
に
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
成
長

す
る
の
か
、
旅
の
意
義
は
ど
ち
ら
も
真
な
り
で
あ
ろ
う
。

　旅
に
出
る
き
っ
か
け
を
〝
節
目
〞
に
求
め
る
の
は
日
本
人
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
が
、
旧
暦
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
季
節
の
変
化
が
は
っ
き
り
し
、
伊
勢

参
り
の
よ
う
に
本
音
と
建
前
を
使
い
分
け
る
日
本
人
に
は
節
目
を
い
わ
ば
言

い
訳
に
旅
に
出
る
傾
向
が
強
い
。

　近
年
、
若
者
の
間
で
は
、〝
節
目
に
旅
に
出
る
〞か
ら
〝
旅
に
出
る
こ
と
で

人
生
に
節
目
を
作
る
〞、つ
ま
り
希
薄
に
な
っ
た
地
縁
、
血
縁
な
ど
の
人
間
関

係
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
仲
間
と
一
緒
に
旅
に
出
か
け
る
こ
と
で
節
目
を
作

る
と
い
う
知
恵
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
節
目
旅
行
の

意
味
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
、
地
域
が
こ
う

し
た
新
た
な
需
要
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　旅
行
は
昭
和
が
生
ん
だ
庶
民
の
新
し
い
大
衆
文
化
で
あ
る
と
し
た
『
旅
行

の
ス
ス
メ
』（
白
幡
洋
三
郎
・
中
央
公
論
）
か
ら
20
数
年
。
平
成
を
超
え
て

次
の
時
代
に
節
目
旅
行
は
地
域
に
何
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　本
号
は
当
財
団
の
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
の
改
訂
以
降
初
の
試
み
と
し
て

部
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
を
採
用
し
た
。
調
査
研
究
部
門
の
各
部
か
ら

中
堅
の
研
究
員
を
選
抜
し
、
彼
ら
の
感
性
で
企
画
編
集
が
進
め
ら
れ
た
。
学

術
研
究
色
を
弱
め
て
、
身
近
な
視
点
、
旅
行
者
目
線
か
ら
地
域
の
取
り
組
み

を
応
援
す
る
よ
う
な
誌
面
構
成
を
心
掛
け
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
に
偏
る

こ
と
な
く
、
日
本
人
の
旅
行
と
地
域
の
振
興
に
繋
が
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

方
策
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

人
生
に
旅
を
!

〜
節
目
旅
行
ノ
ス
ス
メ

梅
川
智
也
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